
広報ここのえ　2020.７月号17

ふるさとの
 文化財探訪

第75回

馬
貞
近
畿
地
方
へ
の
旅
（
下
）

文
化
財
専
門
員
　
竹
　
野
　
孝
一
郎

九重町長　日野 康志
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とびらをあけて

町 長コラム

　
　

近
江
か
ら
奈
良
ヘ

　
馬
貞
は
、
近
江
を
後
に
し

て
い
よ
い
よ
帰
路
に
つ
き
ま

す
。
宇
治
に
入
る
と
、
左
奥

に
「
喜
撰
が
嶽
」（
宇
治

山
）
が
見
え

　 

わ
が
庵
は
都
の
辰
巳
し
か
ぞ
す
む

　
　
　
世
を
宇
治
山
と
人
は
い
ふ
な
り

と
、
喜
撰
法
師
が
詠
ん
だ
所
だ
、
と
人
が
教
え

て
く
れ
た
。
喜
撰
法
師
は
平
安
時
代
初
期
の
僧

で
六
歌
仙
の
一
人
。
馬
貞
は
、
こ
の
歌
を
ふ
ま

え
て
、

　 

山
ざ
く
ら
世
を
宇
治
山
の
行
脚
哉

の
一
句
を
も
の
し
て
い
ま
す
。

　
宇
治
か
ら
奈
良
へ
は
、
喜
撰
が
嶽
の
南
麓
を

宇
治
川
に
沿
っ
て
行
き
、
京
田
辺
に
出
て
奈
良

街
道
に
入
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
京
田
辺
か
ら

奈
良
坂
で
い
よ
い
よ
奈
良
の
都
で
す
。

　
奈
良
に
入
っ
た
馬
貞
は
、
春
日
大
社
で
句
を

神
前
に
手
向
け
て
い
ま
す
。

　 

落
し
た
る
心
は
何
と
鹿
の
角

　「
落
し
角
」・「
鹿
の
角
落
つ
」
な
ど
は
春
の
季

語
で
す
。
春
、
雄
鹿
か
ら
抜
け
落
ち
た
角
の
こ

と
で
す
。
句
の
上
五
が
下
五
の
「
鹿
の
角
」
に

関
連
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
何
と
」
は
奈
良
の

「
南
都
」
の
掛
詞
で
す
。

　
奈
良
か
ら
摂
津
へ
行
っ
て
み
る
と
、
丁
度
筑

紫
下
り
の
舟
が
あ
り
、
そ
れ
に
便
乗
し
て
難
波

津
を
後
に
し
た
。
四
月
朔
日
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
長
旅
に
よ
っ
て
、
旅
の
衣
は
ほ
こ
ろ
び

て
も
、
朱
買
臣
の
昔
の
ま
ま
の
姿
を
忘
れ
ま
い

と
、
次
の
句
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　 

先
旅
の
虱
ふ
る
は
ん
更
衣

　
朱
買
臣
は
前
漢
時
代
の
人
で
、
家
は
貧
し

か
っ
た
が
、
読
書
を
好
み
、
妻
と
と
も
に
薪
を

売
っ
て
生
計
を
た
て
て
い
た
が
、
妻
は
貧
し
さ

に
堪
え
切
れ
ず
他
の
男
と
再
婚
し
て
し
ま
っ

た
。
朱
買
臣
は
そ
の
後
、
武
帝
（
前
漢
の
第
七

代
皇
帝
）
に
召
し
出
さ
れ
、
太
守
（
郡
の
長

官
）
と
な
っ
た
。
朱
買
臣
が
あ
る
日
狩
り
に
出

た
時
、
貧
し
げ
な
女
が
菜
を
摘
ん
で
い
る
の
を

見
て
い
る
と
、
そ
れ
が
自
分
の
昔
の
妻
だ
っ
た
。

　
こ
の
妻
が
、
苦
し
さ
に
堪
え
る
心
を
も
っ
て

い
た
な
ら
ば
、
錦
を
着
て
一
緒
に
故
郷
へ
帰
る

こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
に
思
慮
の
浅
い
人

は
、
何
事
に
つ
け
て
も
恨
み
を
抱
い
て
し
ま
う

も
の
だ
。「
錦
を
着
て
故
郷
に
帰
る
」
と
い
う
の

は
、
こ
の
朱
買
臣
の
こ
と
。

　
馬
貞
は
ま
ず
、
着
の
身
着
の
ま
ま
の
旅
の
衣

の
虱
を
振
る
い
落
と
し
、
ふ
た
た
び
袖
を
通
し

て
、
錦
を
着
た
気
持
ち
で
帰
途
に
つ
い
た
の
で

し
ょ
う
。

　 

我
家
と
世
を
ば
悟
り
つ
蝸
牛

　
恵
良
に
帰
り
着
い
て
、
草
庵
に
身
を
落
ち
着

か
せ
て
、
ふ
と
気
が
付
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ

の
小
さ
な
草
庵
が
私
の
家
だ
と
、
一
生
小
さ
な

殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
生
き
る
蝸
牛
の
よ
う
だ
。

そ
れ
が
、
私
の
一
生
な
の
だ
と
悟
っ
た
よ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）

き
せ
ん

つ
く

し

な
に
わ

つ

し
ゅ
ば
い
し
ん

し
ら
み
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ろ
も
が
え

ぶ
て
いか

た
つ
む
り

　新型コロナウイルス感染症は、緊急事態宣言も解除し終
息に向かって落ち着いて来たと思っていましたら、この７
月に入って東京都を中心に第二波と言えるような状況で、
連日100人以上の感染者が報告されています。ワクチンの
製造も急ピッチで進んでいると聞いていますが、早く完成
して頂きたいと願うばかりです。経済状況についても、一
度落ち込んだものは這い上がるまで時間を要することか
ら、切れ目のない支援等を今後も展開して、事業者の支援
や働く人の支援を続けて参ります。また、今年は総会やま
ちづくり関連の委員会等が中止になり、お互いに顔を合わ
せる機会が減りました。まちづくりの原点は人です。人と
人とが顔を合わせて話し、お互いが理解し合い、お互いの
ことを考え助け合える関係こそが、信頼に繋がると思いま
す。コロナは “憎し”ですが、そんな関係を今一度考えて

みませんか。
　ちょっと調べごとをしている時に気になった言葉があり
ましたので紹介します。薩摩藩島津家の教えに、「男の順
序」（性別は関係ないと思いますが）というもので、５段
階に評価した言葉だそうです。

１）何かに挑戦し、成功した者
２）何かに挑戦し、失敗した者
３）自ら挑戦はしなかったが、挑戦した人を手助けし
た者

４）何もしなかった者
５）何もせず、批判だけしている者

　１と２には同等の値打ちがあると思いますが、４と５が
最近多いように感じるのは私だけでしょうか。挑戦して
も、結果が出るときと出ないときがあります。他人が評価
するとき、結果だけで判断するのではなく、経過を見るこ
とも私は大切だと思います。表面に見えているものだけで
なく、その後ろに隠れている大切なものがあるのではない
でしょうか。そういう方々の行動や努力をもっともっと見
守って、結果が出せるよう応援したいと改めて感じました
ので掲載させていただきました。
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人権

No.288心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

７月のハート降る♥ここのえ

匿
　
　
名

　
母
が
通
っ
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
の
方
か

ら
、
先
日
マ
ス
ク
を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
み
な
さ
ん
で
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
る
方
か

ら
届
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
手
作
り
の
丁
寧
に
縫
わ

れ
た
真
っ
白
な
マ
ス
ク
で
す
。

　
お
礼
を
言
い
た
く
て
名
前
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
「
匿

名
を
希
望
さ
れ
て
い
ま
す
の
で…

」
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　
洗
濯
を
し
た
そ
の
方
の
マ
ス
ク
を
母
に
渡
す
た
び

に
し
あ
わ
せ
感
に
包
ま
れ
ま
す
。

　
ほ
ぼ
同
じ
頃
、
匿
名
の
多
く
の
誹
謗
中
傷
に
よ
り

若
い
女
性
が
自
ら
命
を
絶
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。

　
匿
名
だ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
で
も
書
け
る
、
書
き
こ

み
を
す
る
な
ん
て
、
ひ
ど
い
で
す
ね
。
そ
の
女
性
に

限
ら
ず
、
書
か
れ
た
人
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
辛
く

な
り
ま
す
。

　
匿
名
は
善
行
の
と
き
に
。

　
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
マ
ス
ク
を
多
勢
の
方

に
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
ひ
と
言
お
礼
を
言
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
頂
い
た
母
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
私
も
、
心
が
ふ
ん
わ
り
な
り
ま
し

た
。
や
さ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
・
Ｙ

　
　九重文化センターや各地区公民館、体育施設など
の利用が制限されたのは、３月２日からのことでし
た。県内でも新型コロナウイルス感染者が確認さ
れ、増加し始めた時期には、これらの施設を休館ま
たは閉鎖せざるを得なくなりました。しかし、5月
25日に全国に出されていた非常事態宣言が解除さ
れた現在では、感染拡大防止の対策をとりながらの
開館運営が行われています。
　文化センターや公民館、地区体育施設が使えなく
なったことで、どれくらいの方が、どれくらい不便
に感じたでしょうか。少しでも「不便だな」と感じ
た方がいれば、それは少なからず公民館などの施設
を利用していた、してくれていた、ことになります。

　「人となるべく会わないように」、「会うときは少
人数で距離をとって」、コロナ騒動が起こる前は考
えもしなかったことが、たった数カ月で当たり前に
なっている中、技術の進歩でリモート会議やリモー
ト飲み会など、直接会わなくても一度にたくさんの
人の顔を見ながらおしゃべりすることもできるよう
になっています。これからの社会では、これらが
「当たり前」になるのも遠くないかもしれません。
　用事を済ますだけならば十分な手段です。でも何
か物足りなさを感じる、そう思っている人もきっと
いるはず。その理由は、用事を済ますだけでなく直
接会って話しがしたいから、会うこと自体が楽しみ
だからではないかと思います。
　公民館に集えない間、「あんしは元気にしちょる
かなぁ」と、誰かの顔が浮かんだ人は、みんなに会
うことで元気をもらっていた人。会えないことで改
めて感じたのは人のぬくもりなのだと思います。
　「新しい生活様式」は、現在取り組みの真っただ
中ですが、心豊かな人生を送るために、同じ空間で
膝をつき合わせ、みんなの笑い声が聞こえてくる暮
らし方は、工夫しながらも大切にしたい生活様式の
一つですね。　　　　　　　　　　　　社会教育課

「目的」は「会う」こと

使えなくなった公民館
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●児童書・コミック
10分で読めるわくわく社会歴史の大事件　　　 山本博文
「自分だけの答え」が見つかる13歳からのアート思考　末永幸歩
小学校６年生までに必要な作文力が１冊でしっかり身につく本　安藤英明
図解中学・高校６年分の英語が10日間で身につく本　長沢寿夫
作り直し屋　　　　　　　　　　　　廣嶋玲子、佐竹美保
くちばしだーれ？　　　　　　穂髙順也、サトウマサノリ
あしあしだーれ？　　　　　　穂髙順也、サトウマサノリ
ポケモンのしま　　　　　　　　ザ・キャビンカンパニー
昭和元禄落語心中１～10巻　　　　　　　 　雲田はるこ
●一般図書
潜入味見方同心①（文庫）　　　　　　　　　　風野真知雄
再縁話（新・知らぬが半兵衛手控帖⑩ 文庫）　  藤井 邦夫
新酒番船（文庫）　　　　　　　　　　　　　　 佐伯泰英
膠着（文庫）　　　　　　　　　　　　　　　　　 今野敏
ハサミ男（文庫）　　　　　　　　　　　　　　 殊能将之
うちの旦那が甘ちゃんで⑧（文庫）　　　　　　　神楽坂淳 
朽ちないサクラ（文庫）　　　　　　　　　　　 柚月裕子
去年の雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　江國香織 
任俠シネマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　今野敏
カケラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湊かなえ 
妖の掟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誉田哲也
逆ソクラテス　　　　　　　　　　　　　　　伊坂幸太郎
ひこばえ上・下巻　　　　　　　　　　　　　　　重松清 
明日香さんの霊異記　　　　　　　　　　　　髙樹のぶ子
君はるか　　　　　　　　　　　　　　　　　　古関正裕

掟上今日子の設計図　　　　　　　　　　　　　西尾維新
夜明けのＭ　　　　　　　　　　　　　　　　　林真理子
風と双眼鏡、膝掛け毛布　　　　　　　　　　　梨木香歩
惚れるマナー　　　　　　　　　　　　　　　大下一真他
猫を棄てる　　　　　　　　　　　　　　　　　村上春樹
離婚しそうな私が結婚を続けている 29の理由　アルテイシア
性格の法則　　　　　　　　　　アルフレッド・アドラー
島田秀平のみるみる幸せ手相占い　　　　　　　島田秀平
今年こそイライラしない！怒りのセルフコントロール術　安藤俊介
パズるの法則　　　　　　　　　　　　　ひすいこたろう
ていうか、神さまってなに？　　　　　　　　　荒川祐二
次の時代を先に生きる　　　　　　　　　　　　　髙坂勝
ア・ピース・オブ・警句　　　　　　　　　　　小田嶋隆 
図解眠れなくなるほど面白い大人のための算数と数学　小宮山博仁
常宿にしたい温泉宿　　　　　　　　　　旅行読売出版社 
韓国現地からの報告　　　　　　　　　　　　　伊東順子
どうする！？新型コロナ　　　　　　　　　　　岡田晴恵
仕事のカタログ２０２１－２２年版 
感染症対人類の世界　　　　　　　　池上彰、増田ユリヤ
ウイルスにもガンにも野菜スープの力　　　　　　前田浩
はじめてでも超簡単！１時間パン　　　　Ｂａｃｋｅ晶子
生理ちゃん３日目 　　　　　　　　　　　　　　 小山健
イライラしたら豆を買いなさい　　　　　　　林家木久扇 
北斎になりすました女　　　　　　　　　　　　檀乃歩也
幸せに気づく世界のことば　　　　 メーガン・Ｃ・ヘイズ

新刊・新着図書案内 ～新しい生活様式には「読書」がぴったり！図書館でお待ちしています～

ほんの森７月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

お
知
ら
せ

★５月23日（土）から開催しました『ホントの贈り本』ですが、10日間ほどで55冊があっという間
になくなりました。「ケーブルテレビを見て来ました」という方も多く、ここのえ夢テレビの力を感
じたイベントでもありました。これを機会に図書館に来ていただければと思います。残念ながら今回
手元に届かなかった皆さんすみません。イベント情報は広報ここのえや図書館ホームページなどでお
知らせしていますので、ぜひチェックしてくださいね。

★６月21日（日）に開催された大分県在住の絵本作家「ザ・キャビンカンパニー」さんのワーク
ショップも大盛況でした。木材や段ボールなど廃材を組み合わせて小さなロボットを作るという楽し
いイベントで、出来上がったものは個性豊かな作品ばかり！新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
定員20名までと限定させてもら
いましたが、皆さんがモノづくり
を真剣に楽しんでいたのがとても
印象的でした。参加できなかった
お友だちもぜひお家でもできる
「キボット作り」オススメです！

▲

▲

『withコロナ』で…イベントも少しずつ盛り上がってきました！

　3月から５月まで新型コロナウイルス感染拡大防止の為、中止していたおはなし会でしたが、6月13日、待ちに待っ
た再開となりました。３か月ぶりに子どもたちの笑顔が弾けました。三密を避ける為、触れ合いなどを避け、マスクを
つけての読み聞かせとなりましたが、久しぶりに楽しい時間を共有できました。6月のボランティア「プチとまと」の
皆さんありがとうございました。
　７月は災害のため、中止となり
ました。
　８月は「スター」のみなさん
です！（８月８日予定）

●「おはなし会」がついに再開！【おはなし会は毎月第２土曜日10時半～11時】

６
月
の
お
は
な
し
会
の
様
子

キャビンさんのワークショップ
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暮らしの情報　●

■
趣
　
旨　
地
域
間
・
世
代
間
交
流
を
通

じ
て
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社

会
づ
く
り
を
推
進
し
、
高
齢
者
の
健
康

と
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す
る

■
期
　
日　
９
月
27
日
㈰

■
会
　
場　
大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
昭
和
電

工
武
道
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　
他

■
種
　
目　
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
三
世
代
交

流
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣
道
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
三
世
代
交
流
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
還
暦
軟
式
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
太

極
拳

■
参
加
資
格　
大
分
県
内
在
住
で
、
原
則

と
し
て
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
60
歳

以
上
の
方

■
申
込
方
法　
７
月
27
日
㈪
ま
で

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
福
祉
課
（
☎
７
６‐

３
８
２
１
）

■
と
　
き　
８
月
20
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内
　
容　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人

及
び
家
族
等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る

医
療
相
談

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
前
日
ま
で
に
予

約
が
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

■
と
　
き　
８
月
17
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

振
替
休
日
、
年
末
年
始
の
休
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕
】

■
と
　
き　
８
月
11
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　
■
と
　
き

　
８
月
６
日
㈭
、
８
月
７
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

■
内
　
容　
様
々
な
差
別
等
の
人
権
問
題

を
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
そ
の
他　
電
話
に
よ
る
相
談
も
可

（
☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐

１
１
０
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
７
１
９
）

■
と
　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内
　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

　
■
と
　
き　
８
月
６
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
３
階
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

■
と
　
き　
８
月
14
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
３
階
会
議
室

■
内
　
容

　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重
債
務
問
題

や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他　
原
則
予
約
不
要
（
予
約
優

先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）　

☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
開
催

等
に
つ
い
て
は
事
前
に
主
催
者
に
ご
確
認
し

て
い
た
だ
く
等
お
願
い
し
ま
す
。

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
相
談

第
31
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

障
が
い
巡
回
相
談

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

精
神
保
健
福
祉
相
談

（
こ
こ
ろ
の
相
談
）

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
そ
う

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

認
定
司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」
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お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

う
差
別
・
偏
見
等
に
関
す
る
特
設
相
談
所

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

鉄
道
隣
接
工
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

竹
林
楽
校
通
型
研
修
　
受
講
生
募
集

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

介
護
職
員
初
任
者
研
修

た
け
の
こ
生
産
竹
林
楽
校
受
講
生
募
集

●　暮らしの情報

■
と
　
き

　
８
月
24
日
㈪
〜
８
月
28
日
㈮

　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

■
内
　
容　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
伴
う
差
別
・
偏
見
等
の
人
権

問
題

■
電
話
相
談　
電
話
に
よ
る
相
談
も
可

（
☎
０
５
７
０‐

０
０
３‐

１
１
０
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
法
務
局
日
田
支
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
７
１
９
）

■
と
　
き　
８
月
２
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

■
予
　
約　
不
要

■
参
加
料　
無
料

■
当
日
内
容　
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
概
要
説

明
）、
校
内
見
学
（
実
習
場
見
学
）、
希

望
の
訓
練
実
習
を
１
つ
体
験
（
プ
レ
ゼ

ン
ソ
フ
ト
操
作
実
習
ま
た
は
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
小
物
制
作
）、
個
別
相
談
会

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

　
鉄
道
に
関
す
る
事
故
は
、
一
歩
間
違
え

れ
ば
脱
線
事
故
や
感
電
事
故
等
、
大
惨
事

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
建
物
の
建
設
・
解
体
や
、
庭
木
や
山
林

の
木
の
伐
採
等
、
線
路
に
近
接
し
た
作
業

を
行
う
場
合
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
鉄
道
事
業
部

（
☎
０
９
７‐

５
１
３‐

５
８
５
３
）

■
募
集
人
数　
４
名
（
伐
竹
作
業
を
こ
れ

か
ら
開
始
ま
た
は
す
で
に
実
施
し
て
い

る
方
）

■
内
　
容　
生
産
現
場
で
受
入
生
産
者
か

ら
直
接
実
技
指
導
を
受
け
る
実
践
研
修

■
場
　
所　
優
良
生
産
者
の
生
産
現
場
等

■
研
修
日　
10
月
〜
３
月
で
数
回

■
募
集
期
間

　
７
月
１
日
㈬
〜
７
月
31
日
㈮

■
費
　
用　
受
講
料
は
無
料
。
研
修
場
所

ま
で
の
交
通
費
は
各
自
負
担
。
材
料
費

は
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
研
修
は
現
地
集
合
）

■
申
込
方
法　
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興

部
ま
た
は
九
重
町
役
場
農
林
課
で
、
申

込
書
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

大
分
県
Ｈ
Ｐ
に
も
申
込
書
掲
載
あ
り

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
林
産
振
興
室
椎
茸
振
興
班

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
８
３
６
）

　
地
域
の
荒
廃
し
た
竹
林
を
再
生
し
、
た

け
の
こ
の
生
産
な
ど
有
効
に
活
用
し
た
い

と
考
え
て
い
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
40
人
（
定
員
を
オ
ー
バ
ー

し
た
場
合
は
選
考
）

■
研
修
内
容　
た
け
の
こ
生
産
・
竹
林
管

理
の
知
識
・
技
術
、
た
け
の
こ
生
産
先

進
地
の
視
察
、
た
け
の
こ
生
産
・
流
通

及
び
竹
林
の
持
続
管
理

■
研
修
場
所　
日
出
町
、
福
岡
県
八
女
市

立
花
町
等

■
研
修
日　
９
月
下
旬
、
10
月
中
旬
、
２

月
下
旬
、
３
月
下
旬
の
計
４
回

■
募
集
期
間

　
７
月
１
日
㈬
〜
７
月
31
日
㈮

■
費
　
用　
受
講
料
は
無
料
。
研
修
場
所

ま
で
の
交
通
費
は
各
自
負
担
。
材
料
費

は
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
（
研
修
は
現
地
集
合
）

■
申
込
方
法　
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興

部
ま
た
は
九
重
町
役
場
農
林
課
で
、
申

込
書
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

大
分
県
Ｈ
Ｐ
に
も
申
込
書
掲
載
あ
り

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
林
産
振
興
室
椎
茸
振
興
班

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

３
８
３
６
）

　
再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な
さ

ん
、
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
　
き　
８
月
18
日
㈫

■
と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
そ
の
他　
参
加
無
料
。
申
込
み
希
望
の

方
は
所
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

■
と
　
き

　
９
月
23
日
㈬
〜
11
月
27
日
㈮

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る
期
間
中
26
日
間

（
週
３
日
程
度
）

※作業内容や環境条件、使用重機によっては 8ｍ以上
　の場合でも近接工事の適用となる場合があります

概ね 8ｍ

近接工事 近接工事
線路内

概ね 8ｍ

ち
く
り
ん
が
っ
こ
う

ち
く
り
ん
が
っ
こ
う
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暮らしの情報　●

・
１
日
６
限　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
実
習
３
日
間
は
平
日
に
行
い
ま
す

■
と
こ
ろ

　
日
田
地
域
福
祉
事
務
所　
虹
の
家

■
募
集
人
数　
定
員
15
人

■
対
象
者　
受
講
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん

■
受
講
料　
７
７
，
０
０
０
円
（
実
習

費
、
雑
費
込
み
）、
テ
キ
ス
ト
代
７
，

１
２
４
円

※

教
育
訓
練
給
付
金
制
度
あ
り
、
駐
車
場

利
用
は
別
途
１
，
０
０
０
円
必
要

■
受
付
期
間　
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
申
込
方
法　
申
込
書
を
郵
送
・
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団　
日
田
地
域
福

祉
事
務
所　
虹
の
家
（
☎
０
９
７
３‐

２
５‐

５
０
１
１
）

■
受
験
資
格　
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者
（
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
４
年

制
以
上
の
も
の
）
を
卒
業
し
た
者
又
は

令
和
３
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
（
大
分
県
人
事
委
員
会
が
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者
を
含
む
）
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。）

■
受
付
期
間

　
７
月
27
日
㈪
〜
８
月
20
日
㈭

■
第
１
次
試
験　
９
月
20
日
㈰

■
お
問
い
合
わ
せ　
玖
珠
警
察
署
（
☎
７

２‐

２
１
３
１
）、
警
察
本
部
（
☎
０

１
２
０‐

２
０
４‐

１
１
０
）

■
職　
種　
農
業
技
術
員

■
受
付
期
間

　
８
月
３
日
㈪
〜
９
月
４
日
㈮

■
選
考
試
験
実
施
日

【
第
１
次
試
験
】
10
月
18
日
㈰

【
第
２
次
試
験
】
11
月
19
日
㈭

■
そ
の
他　
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
県
庁

受
付
等
で
配
布
の
選
考
要
領
（
大
分
県

Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
総
務
部
人
事
課

（
☎
０
９
７‐
５
０
６‐

２
３
１
２
）

■
採
用
職
種

　

一
般
事
務
：
６
人
、
教
育
事
務
：
５

人
、
警
察
事
務
：
２
人

■
受
験
資
格
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
）

①
次
に
掲
げ
る
手
帳
等
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

ア　
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
15
条
に
定

め
る
身
体
障
害
者
手
帳

イ　
都
道
府
県
知
事
も
し
く
は
政
令
指

定
都
市
市
長
が
交
付
す
る
療
育
手
帳

ま
た
は
児
童
相
談
所
、
知
的
障
害
者

更
生
相
談
室
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
精
神
保
健
指
定
医
も
し
く
は

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
知
的

障
が
い
者
で
あ
る
こ
と
の
判
定
書

ウ　
昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

②
昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

■
申
込
受
付
期
間

　
８
月
７
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈪

■
申
込
受
付
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
の
い
ず
れ
か

■
第
１
次
試
験
日
・
会
場

　
10
月
18
日
㈰
大
分
県
庁
舎

■
試
験
方
法　
第
１
次
試
験
：
教
養
試
験

（
高
校
卒
業
程
度
）、
第
２
次
試
験
：

作
文
試
験
・
適
性
検
査
・
面
接
試
験

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
人
事
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
１
２
）

■
更
新
日

　
①
９
月
４
日
㈮
、
②
９
月
８
日
㈫

■
と
こ
ろ

　
①
日
田
総
合
庁
舎
（
日
田
市
）

　
②
玖
珠
総
合
庁
舎

■
受
付
期
間

　
８
月
３
日
㈪
〜
８
月
21
日
㈮

■
申
請
必
要
書
類　
申
請
に
必
要
な
書
類

は
西
部
振
興
局
ま
た
は
九
重
町
役
場
に

て
配
布
し
て
い
ま
す
。

・
写
真
１
枚
、
医
師
の
診
断
書
、
返
信
用

封
筒
１
通
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
を
証

す
る
書
類
が
必
要

■
手
数
料　
網
猟
・
わ
な
猟
・
第
一
種
銃

猟
・
第
二
種
銃
猟
、
免
許
毎
に
手
数
料

２
，
９
０
０
円
が
必
要
。
た
だ
し
、
申

請
書
を
提
出
す
る
日
前
１
年
以
内
の
期

間
に
、
大
分
県
内
で
鳥
獣
外
捕
獲
に
従

事
し
た
方
は
、
県
の
政
策
に
よ
り
令
和

２
年
度
は
手
数
料
を
徴
収
し
ま
せ
ん

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

２
５
８
５
）

■
と　
き　
①
８
月
21
日
（
金
）、
②
８

月
26
日
（
水
）。
時
間
は
①
②
と
も
に

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
済
生
会
日
田
病
院

■
講
習
科
目　
看
護
場
面
に
お
け
る
医
療

事
故
防
止
、
最
近
の
感
染
管
理
に
つ
い

て
、
急
変
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
看

護
、
口
腔
ケ
ア
と
摂
食
嚥
下
ケ
ア
の
実

際
、
採
血
・
静
脈
注
射

■
経　
費　
受
講
料
は
無
料

■
申
込
期
間　
研
修
日
の
１
週
間
前
ま
で

■
携
行
品　
筆
記
用
具
、
活
動
し
や
す
い

服
装

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
看

護
協
会
内
大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
７
４‐

７
１
３
６
）

試
験
・
講
習
会

警
察
官
Ｂ
採
用
試
験

大
分
県
技
能
職
員
採
用
選
考

令
和
２
年
度
障
が
い
者
を
対
象
と

し
た
大
分
県
職
員
採
用
選
考
試
験

狩
猟
免
許
更
新
講
習
会

看
護
力
再
開
発
講
習
会
（
研
修
Ⅰ
）
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生 竜

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

和 寿
さとう　　　　つむぎ

● 

病
　
院

７月

８月

23日
24日
26日
2日
9日
10日
13日
14日
15日
16日
23日
30日

78-8811
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
73-2030
72-2143
72-1127
72-7100

町 田
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田
春日町
塚 脇
山 田

電　話住　所 医療機関名日月
72-3838

0973-22-3303
0973-22-2317

76-2018
0973-23-6481
0973-28-7019

0973-22-0002
72-0615

0973-22-6118

玖珠町
日田市
日田市
恵 良
日田市
日田市

日田市
玖珠町
日田市

６月１日～６月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,238  人
4,398  人
  4,840  人
3,916 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）

11
9
2
3

梅　木　壽　子
甲　斐　宣　吉
玉　井　良　惠
時　松　フ　ク
樋　口　ツイ子
増　田　輝　子
龍泉寺　國　政

引 治 二
筋 湯
北 恵 良 一
奥 郷
花 牟 礼
下右田（野）
下右田（野）

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友 成（塚 脇）医 院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科

たしろ歯科医院
村 山 歯 科 医 院
高 木 歯 科 医 院
玉 井 歯 科 医 院
せ さ き 歯 科
高 田 歯 科 医 院

後 藤 歯 科 医 院
吉 武 歯 科 医 院
おの歯科クリニック

2020 年７月・８月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

７月

８月

23日
24日
26日
2日
9日
10日
13日
14日
15日
16日
23日
30日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

0

0

0

5

1

3

0

9

3

2

3

0

8

15

20

50

35

120

18

22

5

35

128

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2020・6月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

佐 藤 　 紬

　この時期、夏の風物詩といえば…。そう、花火ですね。皆さんも
家族や友達と花火を楽しむ機会があると思います。
　しかし、気軽に遊べる花火も、取り扱いを誤ると火事や火傷など
の事故につながる危険性があり、特に子どもは好奇心旺盛なため注
意が必要です。
　花火を楽しく安全に遊ぶために、以下の点に注意しましょう。
●花火に点火する際はマッチやライターを使わず、ローソクを使
いましょう。
●花火に火がつかないからといって覗き込むのはやめましょう。
目にあたると視力の低下や失明することもあります。
●花火を人や家に向けたり、燃えやすいもののある場所で遊んだ
りしないようにしましょう。
●花火の事故は十歳未満が最も多いです。大人の方は子どもたち
の行動をよく監視し、危険な行動をとらないように気を付けま
しょう。
●人の迷惑にならないように、時間や場所などルールとマナーを
守って遊びましょう。

　このほかにも夏にはいろいろな楽しいことがあると思います。怪
我や思わぬ事故につながらないよう注意を払い、夏の楽しい思い出
を作りましょう。

女

73
80
77
95
92
81
91

この度の災害で、被害を受けられた皆様に
は心よりお見舞い申し上げます。
今回の大雨により、十分に広報の校正を行
えておらず、誤字・脱字等あるかと思いま
す。申し訳ありません。
なお、今後も大雨や台風にはご注意いただ
き、皆様の命を第一に行動をお願いいただ
ければと思います。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　Tomo

編集後記 交通安全110

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）



俳
句
の
基
本
　
　
俳
句
は
十
七
音
。
十
七
文
字
で
は
あ
り
ま
せ
ん

令
和

２
年

７
月

17日
発

行
（

通
巻

770号
）

発
行

・
九

重
町

役
場

企
画

調
整

課
〒

8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
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印
刷
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会
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読 者 俳 句

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

　
つ
ま
先
歩
き
は
猫
の
ま
さ
に
専
売
特
許
で
も
あ
り
ま
す
が
、

「
梅
雨
の
塀
」
で
う
な
づ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
写
生
力
を
感
じ

る
一
句
で
す
。

梅
雨
の
塀
つ
ま
先
歩
き
の
野
良
親
子

髙
倉　

直
人

　
紫
陽
花
は
土
質
に
よ
っ
て
花
の
色
が
変
化
す
る
の
で
七
変
化

と
も
。〈
一
山
に 

嫁
い
で 

老
い
て 

紫
陽
花
守 

〉
と
い
う
句
が

あ
り
ま
す
が
、
八
十
路
坂
は
紫
陽
花
の
色
の
変
化
を
穏
や
か
な

気
持
ち
で
受
け
止
め
ら
れ
る
齢
で
も
あ
り
ま
す
。

紫
陽
花
の
色
変
わ
り
ゆ
く
八
十
路
坂

日
野
ム
ツ
子

　
お
に
ぎ
り
二
つ
に
想
像
が
広
が
り
ま
す
。
親
子
な
の
か
夫
婦

な
の
か
。
は
た
ま
た
一
人
な
の
か
。
下
五
の
季
語
「
子
鹿
鳴

く
」
で
親
子
の
映
像
が
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

山
頂
の
お
に
ぎ
り
二
つ
子
鹿
鳴
く

冨
田　

一
主

　
　
　
　
　
　
今
年
の
梅
雨
は
随
分
と
長
く
感
じ
ま
し
た
。
〈
梅
雨
ご
も
り
眼
鏡
か
け
た
り
外
し
た
り
〉
と

い
う
句
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
同
じ
よ
う
な
心
境
で
日
々
の
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
人
も
多
か
っ
た
の
で

は
。
▽
今
月
は
、「
万
緑
」
の
季
語
を
使
わ
れ
た
句
が
目
立
ち
ま
し
た
。
万
緑
は
見
渡
す
限
り
す
べ
て
の

緑
、
真
夏
の
草
木
の
盛
ん
な
さ
ま
を
表
す
季
語
で
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
生
命
感
を
伝
え
て
い
ま
す
。
一
人
で

菖
蒲
園
に
立
つ
泉
渓
さ
ん
。
負
け
る
も
の
か
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
好
美
さ
ん
。
雄
々
し
き
湧
蓋
を
眺
め
る
純

子
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
時
勢
を
詠
む
思
い
出
の
一
句
に
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
ゅ
う
し
ょ
う
）　

　
俳
句
は
た
っ
た
十
七
音
の
定
型
で
す
か
ら
、
あ
れ
も
こ
れ
も
詠
お
う
と
す
る
と
ど
う
し
て
も
窮
屈
に
な

り
ま
す
ね
。
俳
句
と
い
う
器
に
盛
り
込
め
る
分
量
は
わ
ず
か
。

　
〈
遠
日
や
都
忘
れ
の
咲
き
し
よ
り　
ヨ
ウ
子
〉
省
略
さ
れ
て
い
る
特
徴
的
な
句
で
す
。「
遠
日
」
は
忌

日
の
こ
と
。
都
忘
れ
は
様
々
な
由
来
を
秘
め
る
初
夏
の
花
。
こ
の
花
が
咲
く
頃
に
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と

を
作
者
は
思
い
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
誰
の
忌
日
か
、
ど
こ
に
咲
い
て
い
る
の
か
、
ど
ん
な
色

な
の
か
、
一
切
触
れ
ず
読
み
手
の
想
像
力
に
委
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
日
に
立
ち
漕
ぎ
を
自
転
車
を
発
見
し
た
と
い
う
、
報
告
の
句
で
す
が
、
中
七
の
立
ち
漕
ぎ
を

「
す
る
」
ま
で
言
わ
ず
、
一
番
言
い
た
い
の
は
「
立
ち
漕
ぎ
」
で
し
ょ
う
か
ら
上
五
に
。
季
語
も
靑
田
の

風
景
を
取
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
景
を
広
げ
て
み
ま
し
た
。

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
）
俳
句
は
短
い
の
で
、
で
き
る
だ
け
無
駄
な
部
分
を
省
き
言
葉
を
減
ら
す
こ
と
で
余
韻

や
想
像
力
の
余
地
が
生
ま
れ
ま
す
。
季
語
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
省
略
を
常
に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

三
密
を
避
け
て
ひ
と
り
の
菖
蒲
園

万
緑
や
負
け
る
も
の
か
と
コ
ロ
ナ
の
禍

胡
瓜
も
む
マ
ニ
ュ
キ
ア
の
手
の
加
減
か
な

里
山
の
小
綬
鶏
さ
わ
ぐ
霧
の
朝 

馬
貞
句
碑
訪
ね
今
日
よ
り
夏
に
入
る

万
緑
や
雄
々
し
き
姿
湧
蓋
山

入
湯
や
河
鹿
鳴
く
音
に
聞
き
惚
れ
る

釜
茶
煎
る
眠
気
我
慢
の
母
の
背
中

（
選
者
・
評
）

幽
玄
の
音
刻
み
を
り
蛍
の
火

紫
陽
花
や
雨
の
誘
う
八
幡
宮

留
守
宅
の
ト
マ
ト
の
背
丈
花
は
実
に

夏
の
蝶
起
こ
さ
ぬ
よ
う
に
ブ
ー
ツ
脱
ぐ

河
岸
の
背
丈
青
葦
刈
る
男
等

午
後
の
坂
日
傘
く
る
り
と
回
覧
板

夏
め
く
や
独
り
居
ふ
っ
と
忘
れ
を
り

若
竹
の
伸
び
る
早
さ
や
親
勝
り

梅
雨
明
け
の
下
駄
よ
ろ
こ
び
し
素
足
か
な

香　

澄

桐　

友

律　

子

豊　

國

左
世
美

則　

子

末　

子

文　

雄

ヨ
ウ
子

８月号の締め切りは、７月31日（必着）でお願いいたします。その後は、選者（古後粒勝）宅にハガキやショートメールで直
接送付いただいても結構です。住所（九重町大字粟野1414番地）

　
万
緑
は
、
緑
一
面
の
こ
と
。

俳
人
、
中
村
草
田
男
に
よ
っ
て

季
語
と
な
っ
た
と
か
。
揚
句
は

﹁
万
緑
に
押
さ
れ
﹂
で
軽
く
切

れ
、
﹁
小
幅
の
三
千
歩
﹂
と
続
く

句
ま
た
が
り
の
一
句
。

　
小
幅
は
年
齢
を
想
像
さ
せ
、

三
千
歩
は
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
よ

と
い
う
作
者
の
意
思
表
示
。
万

緑
の
季
語
と
三
千
歩
が
響
き
あ

い
、
季
語
が
動
か
な
い
一
句
の

見
本
で
も
あ
り
ま
す
。

万
緑
に
押
さ
れ
小
幅
の
三
千
歩
　 

甲
斐
加
代
子

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

多
作
多
捨

多
作
多
捨

も
った
い
な
い
俳
句

こ
ど
も
の
日
立
ち
漕
ぎ
を
す
る
自
転
車

立
ち
漕
ぎ
の
自
転
車
の
児
や
青
田
風

歳 時 記

原
　
句

添
削
例

泉　

渓

好　

美

い
づ
み

   　

重　

吉

良　

子

純　

子

チ
ズ
子

八
千
子

︵
寿
大
学
文
芸
部
︶

万
緑

佳
作
　
十
七
席

佳
作
　
十
七
席




